
 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事  予  定 

１ 月 始業式 避難訓練            ▲ 

２ 火 給食開始       ５時間授業    ▲ 

３ 水 Ｃ-ＮＥＴ来校５６年      ○コ4‐1  ▲ 

４ 木 発育３測定３４年 大阪８８０万人訓練  ▲ 

５ 金 発育3測定１２年            ▲ 

６ 土 休業日 

７ 日 区Ｐソフトボール大会 

８ 月 発育３測定５６年 生活目標強調週間・あいさつ運動  

９ 火 スマイル班相談会① 委員会活動・代表委員会 

10 水 ○コ4‐2  

11 木 交通安全教室 

12 金 ＰＴＡ実行委員会 

13 土 休業日 

14 日  

15 ん 敬老の日 

16 火 現金徴収日         教育実習開始 

17 水 Ｃ -Ｎ Ｅ Ｔ 来 校 ５ ６ 年  現 金 徴 収 日  ○コ 3‐ 1    

18 木 [体]英語活動3-1・4-1 

19 金 [体]英語活動２年 スマイル班相談会② 

20 土 休業日 

21 日  

22 月 [体]英語活動１年 3 年 授業研究会(児童下校 14:50)▲  

23 火 秋分の日 海東子どもまつり 

24 水 ○コ3‐2 

25 木  

26 金 新入生のための学校公開（５限） 学校案内説明会 徴収金口座振替日  

27 土 秋の集会（土曜授業）  

28 日  

29 月  

30 火 社会見学４年(市立科学館・国際美術館)  

９月２７日(土)は、児童会主催の「秋の集会」に保護者の方も参加し

ていただく土曜授業を実施します。お休みではありません。 

▲印…放課後の校庭開放はありません。 

○コ印は、子どもの下校見守りにご協力いただく日です。 

 

  

平成２６年９月１日 
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 かねてから申請していた校長戦略加算経費(４９３万円)が７月３１日をもっ

て承認され、本年度の執行が可能となりました。上記の構想図に示したとおり、

ステップ１～３と段階的に整備を進めてまいります。 

 ステップ１では、全普通教室となかよし教室(１４教室)にプロジェクター壁掛

け型の電子黒板(黒板に９０インチ相当の大きさの画面が映せます)を整備し、教

室のＩＣＴ化をすすめます。 

 ステップ２では、順次デジタル教科書を整備し、子どもたちにより視覚的な

教材提示を行うとともに、子どもたち自身に説明させる機会を多く取り入れ表

現力をつける授業を展開します。 

 ステップ３では、英語教材を充実し、これらの機器を活用することで、子ど

もたちにネイティブな英語のシャワーを実現します。 

 本年度末には整備が完了する予定です。 

 子どもたちにとって、さらに「楽しく・わかりやすい学習」が展開できると 

 

 

 

 

 

≪今月の生活目標≫ 

すすんで あいさつを しましょう 

 

※行事予定は学校ＨＰにも掲載しています。右のＧＲコードから 

お入りください。 

かいとう 
 考えています。 

 また、この校長戦略加算経費については、使用目的や成果を明

確にすること、土曜授業を実施していることなどが条件となって

います。 

経過については、学校だより「かいとう」やホームページなど

で随時、公表いたしますので、ぜひご覧ください。 

 

 

今回の、詳しい校長戦略加算配付申請書についても、ホームペ

ージの配付文書として掲載しています。 

 

 

 

 

 校長戦略加算経費に関連して、土曜授業を増やします。 

１つは、１１月１日(土)です。 

 この日は、「お話デー」とし、お話会の方々から「読み聞かせ」

を実施するとともに、落語家をお招きし、お話の楽しさや面白さ、

日本の伝統的な話芸にふれる日といたします。 

 また、２つ目は、２月２８日(土)です。 

今回、整備したＩＣＴ機器のお披露目もかねて授業を参観して

いただこうと思います。年度初めの予定より増えることになりま

すが、何卒、ご理解ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

土曜授業を増やします！！ 

校長戦略経費【加算】が決定しました！

  

 

 

 私たちの学校運営に関する計画をすすめていく上で、大切な指標

として「子どもたちが毎日、学校に楽しく来ているかどうか」とい

うものがあります。「とてもそう思う・どちらかというとそう思う」

の肯定的評価が９０％を超えていますが、否定的に評価している子

どもたちも約５％います。これからも、全ての子どもたちにとって

楽しい学校づくりに教職員あげて努めてまいります。 

 

 


